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家庭内LANからインテリジェントハウスまで

ホームネット
ワーク の
作り方

特 集
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次々と買いそろえたパソコンや周辺機器をばらばらに使っているのではもったいない。

印刷するにはこのパソコン、インターネットにつなぐにはこのパソコン、といった使い方で

は仕事の効率はちっとも上がらない。これを一気に解決できるのが「ネットワーク」だ。一

度つないでしまえば、どのパソコンからでもインターネットにアクセスできるし、印刷もでき

る。パソコン同士でファイルのやり取りをするのも簡単だ。

誰でもできる「ホームネットワーク」の作り方から、ネットワーク対応住宅、未来の情報家

電まで、この特集ですべてがわかる！

しおばらひろあき＋編集部
Photo : Nakamura Tohru (P164-166, P168-169, P180-181) 

Takioka Kentaro (P170-171) 

Kikuchi Eiji (P191) 

Illust : Ebisu Yoshikazu
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最
近
は
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上
の
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
い
る
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庭
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な
く
な
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て
き
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。
し
か
も
、
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
の
周
辺
機
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も
多
い
。

こ
れ
だ
け
機
器
が
増
え
て
く
る
と
、
ど
の
パ
ソ
コ
ン
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ら
で
も
イ
ン
タ
ー
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ッ
ト
に
つ
な
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だ
り
、
印
刷
し
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り
し
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る
は
ず
。

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
一
番
い
い
方
法
は
、
す
べ
て
の
機
器
を
全
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
な
ぐ
こ
と
だ
。

こ
れ
が
「
ホ
ー
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
始
ま
り
だ
。

そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
誰
で
も
簡
単
に
ホ
ー
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
れ
る
方
法
を
伝
授
し
よ
う
。

も
う
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
難
し
く
な
く
な
る
ぞ
。

これだけわかれば
ネットワークはOK

Step0

まずはイーサネット
でつなごう！

ホームネットワークを作るのに

まず最初にすることは、パソ

コンや機材をすべて「線でつなぐ」

ことだ。ネットワークの線のつなぎ

方には決まりがある。この“決ま

り”、つまり規格の1つが「イーサ

ネット」（Ethernet）だ。イーサネ

ットは安く簡単にネットワークが作

れるので、家庭でネットワークを導

入するのに持ってこいだ。しかも、

イーサネットは専用のケーブルを使

ってパソコンとハブという機器をつ

なぐだけ。

ただし、イーサネットにもいくつ

か規格がある。一般的なのは通信

速度が10Mbpsの10BASE-Tだ。

この記事では10BASE-Tを中心に

話を進めることにしよう。また、ホ

ームネットワークのような小さなネ

ットワークのことをローカルエリア

ネットワーク（LAN）と呼ぶ。最近

は「LAN＝イーサネット」というぐ

らい主流の規格で、オフィスでも

一般的にこれが使われているのだ。

イーサネットでは直接パソコン同士をつなぐのではなく、中継用
の「ハブ」という機械を介してつなぐのが一般的だ。ハブを中心
にして、すべてのパソコンをケーブルでつなげばOK。

さて、すべてのパソコンをイー

サネットでつなぎ終わったと

しよう。これで、パソコン同士がネ

ットワークを使って「会話」（通

信）しあう準備は整った。だが、

同じ言葉で会話が始まる

何語で会話すればいいのか。パソ

コンの機種もOSも、たくさんある

この世の中。ただつないだだけで

は、初対面の外国人を何人も集め

て1つの部屋に押し込めたようなも

のだ。どのように会話すればいいの

かわからない。

こういうとき「では、○○○語

を使いましょう」と決めなくては会

話が始まらない。この約束のこと

を「プロトコル」と呼ぶ。言葉と

同じように、プロトコルにはいくつ

も種類がある。とりあえず「同じ

ネットワークに参加するマシンは、

同じプロトコルを使うように設定し

ておく」という鉄則を頭にたたき込

んでおこう。

実際には、パケットやフレームというデータの固ま
りを電気信号に変えて送ったり受け取ったりする
ことで会話が成立する。せっかくつないでも、通信
させたいパソコン同士が同じプロトコルをしゃべっ
ていないと、期待どおりには動かない。要注意だ。

まず、最初に身につけてほしいのはネットワークの基礎

的な知識だ。どのようにネットワークが成り立っている

のかがわかれば、それぞれの機器がどのような役割をし

ているのかが見えてくる。トラブルにも対処できるよう

になる。難しいウンチクは省いて簡単に解説したので、

誰にでもわかるはずだ。

iMacのイーサネットポート。形状は
電話線を差し込むところと似ている。
イーサネットポートは「LANポート」
と記載されている場合もある。
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IPアドレスの設定 

DHCPサーバー機能を持つ 
ダイアルアップルーター 

インターネットの言葉
「TCP/IP」でしゃべろう！

TCP/IPをしゃべるネットワークでは、1台1台
に固有のIPアドレスを設定してお互いを区別す
る。IPアドレスの一般的な表記方法は、0から
255までの数字を4つ並べた「192.168.0.1」
といったかたちになっている。

210.238.XXX.XXX

インターネット 

192.168.0.1

192.168.0.4

192.168.0.2

192.168.0.3

ネットワークプロトコルの中で

も一番よく使われるのが

「TCP/IP」だ。これはインターネ

ットで使われているので、少しぐら

いは名前を聞いたことがあるはず。

TCP/IPで特徴的なのは、ネット

ワークにつなぐ機器1台1台に個別

の「IPアドレス」を設定する必要

がある点だ。これは機器同士が通

信するときに、お互いを区別する

ために必要な「電話番号」のよう

なものだ。同じ電話番号を持った

家は2軒ないのと同じように、1つ

のIPアドレスは必ず1台のマシンに

のみ割り振られる。コレは大事な

ことなので、覚えておいてほしい。

インターネットはTCP/IPをし

ゃべるネットワークなので、

ホームページを公開しているサーバ

ーなどの1つ1つのマシンは、固有

のIPアドレスを持っている。これは

しかるべき機関であるICANNが、

重複しないように責任を持って管

理しているのだ。

でも、自宅内でネットワークを

作るのにいちいち届け出なんてして

いられない。だから「自宅だけで使

うならこの番号」という、いわば

“内線”のようなIPアドレスが用意

されている。これが「プライベート

アドレス」だ。番号が「192.168.」

などで始まるものがコレ。ホームネ

ットワークでは、多くの場合このプ

ライベートアドレスをそれぞれのPC

に割り当てることになる。ちなみ

に、インターネット全体で使われて

いる“外線”番号を「グローバル

アドレス」と呼ぶ。

プライベートアドレスは「192.168.XXX.YYY」
という番号が一般的だ。

インターネット 

133.XXX.226.226210.140.200.XXX210.238.4.XXX

プライベートアドレス 

グローバルアドレス 

192.168.0.4

192.168.0.1

192.168.0.2192.168.0.3

中はプライベート
外はグローバル

DHCPで
難しい話はヌキ！

「独自言語」もあるIPアドレスを設定しなくちゃいけない、というような難しい話が出

てきたが、これは基礎知識として

覚えておけばOK。実は、最近は

「パソコンをネットワークにつなぐ

と、自動的にIPアドレスの設定が

できる便利なしくみ」がある。これ

が「DHCP」という機能だ。

あとで説明する「ダイアルアップ

ルーター」という機器に、この

「DHCPサーバー機能」があれば、

ネットワークにつながったパソコン

に、自動的にIPアドレスを設定し

てくれる。ダイアルアップルーター

を買うときは、必ずDHCPサーバ

ー機能が付いているものにしよう。

ウィンドウズもマッキントッシ

ュもTCP/IPで通信できる

が、TCP/IP以外のプロトコルには

どんなものがあるのだろう。ウィン

ドウズでは「NetBEUI」が一般的

だ。マッキントッシュでは「Apple

Talk」が使われている。用途によ

っては通信速度が速くて設定もラ

クという利点があるが、それぞれの

世界の独自言語みたいなもので、

ほかのOSとつなぐには不向きだ。

特に、使いもしないプロトコルの設

定が行われていると、ネットワーク

上に悪影響を及ぼすことがあるの

で注意したい。
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必要になるのは
こんな機器

Step1

ネットワークに参加するすべて

の機器をここにつなぐ。とい

っても、伸ばしてきたケーブルを

「ポート」と呼ばれる差込口にはめ

込むだけ。これで、つないだ機器

同士が通信できるようになる。

価格も実売で5,000円前後と非

常に安い。ポイントはポートの数。

パソコン以外に、ダイアルアップル

ーターなどもつなぐ必要があるの

で、将来的に機器が増えそうだと

思っている人は、奮発してポート

が8つぐらいあるものを買っておき

たい。

ハ ブ

プラネックスコミュニケーションズのハブ
「EH505-P」。実勢価格は3,000円程度。

EH505-Pの背面。
ポートは5つ用意されている。

ダイアルアップ
ルーター

ユーザーがネットワークにつな

がっているパソコンから「イ

ンターネットに接続したい」とき

に、自動的にダイアルアップ接続し

て、プロバイダーに接続してくれる

機械だ。これがあれば、個々のパソ

コンにモデムやTAを付ける必要は

ない。ウィンドウズのダイヤルアッ

プネットワークなどを起動する必要

がなく、完全に自動接続なので専用

線の感覚で使えるのがうれしい。

価格は4万円前後と高価だが、

ISDNでインターネットに接続する

ならば間違いなく「買い」だ。

購入するときには、ネットワーク

上のパソコンのIPアドレスを自動設

定してくれる「DHCPサーバー」機

能が付いていることを確認しよう。

最近のダイアルアップルーターは

ハブを内蔵しているものが主流なの

で、ハブを別途購入しなくてもパ

ソコンを4台程度はつなげられる。

機器が少ない人は、これ1台だけで

手軽にネットワークが作れる。

RTA50iの背面。3ポート
のハブ機能を持っている。

おススメのダイアルアップルーターはこれ

イーサネット
メーカー名 ルーター名 ポート数

ヤマハ ネットボランチ RTA50i 3

NEC AtermIR450/D 4

NTT-TE東京 MN128-SOHO SL11 4

富士通 NetVehicle-H30 4

！今回の前提条件はこれだ！
1ISDNの契約をしている
2ウィンドウズのデスクトップパソコン
がある

3ウィンドウズのノートパソコンがある
4iMacがある
2、3、4はいずれか1台でもいい

インターネット

ハブ

プロバイダー

ダイアルアップルーター

ISDN

ノートパソコン

実際にホームネットワークを作るにはどんな機器が必要

になってくるのだろう？　ここではホームネットワークの

簡単なモデルと、必要な機器について解説しよう。ここ

に挙げたすべての機器が必要というわけではないので、自

分が考えている環境に合わせて必要な機器をそろえよう。

ヤマハのダイアルアップルーター「ネッ
トボランチRTA50i」。実勢価格は3万
8,000円程度。
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iMac

プリントサーバー
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イーサネットカード TDKのPCMCIAイーサネットカード。右10BASE-
T対応「LAK-CD021BX」で実勢価格は7,000円
程度。左 10 /100BASE - TX 対応「LAK -
CB100AX」で実勢価格は1万2,000円程度

コレガのUSB対応イーサネッ
トアダプター「Ether USB-
T」。ウィンドウズ98のみ対応。
実勢価格は8,000円程度。

プラネックスコミュニケーショ
ンズの10BASE-T対応イーサネ
ットカード「ENW-8300-T」。
実勢価格は2,000円程度。

プリントサーバーは、普通のプ

リンターを直接イーサネット

につなげられるようにする機器（価

格は1～3万円程度）。

プリンターをネットワークにつな

ぐときは、プリンターの規格に注

意。最近の安い「ウィンドウズ専

用」のプリンターはネットワークで

は使えないことが多い。プリントサ

ーバーに対応しているプリンターを

ホームページなどで公表しているプ

リントサーバーメーカーもあるので、

そちらを確認しておこう。また、プ

リントサーバー経由で印刷する場

合、マッキントッシュは高価なポス

トスクリプトプリンターにしか対応

していないので、使えるプリンター

が限られてしまう。

複数のOSから印刷する場合は、

TCP/IP以外のプロトコルに対応し

た「マルチプロトコル対応」のプリ

ントサーバーを選んでおきたい。

212ページのプロダクトショーケ

ースでは、プリントサーバーについ

て詳しく解説しているので参考に

してほしい。

プリンター&
プリントサーバー

プラネックスコミュニケーションズのプリント
サーバー「Mini」。実勢価格は9,000円程度。

オフィスや家でイーサネットの

ネットワークを作るのによく

使われるのが、「ツイストペアケー

ブル」。普通はこのケーブルに電話

のモジュラージャックをちょっと大

きくした、RJ-45というプラグが付

いて売られている（3メートルで

600円程度）。

お店では「10BASE-Tのケーブ

ル」（10BASE-TのTはツイストペ

アケーブルのこと）とか「LANケ

ーブル」というだけでも通じるだろ

う。このとき必ず「ストレートケー

ブル」を買うこと（右参照）。ま

た、「カテゴリー5」（CAT5）と書

いてあるかどうかもチェック。これ

はケーブルの品質を表し、将来も

っと高速なネットワーク（180ペー

ジ参照）を作りたくなったときにも

使える。ちょっと高いが、引き回

しが便利なように平べったいフラッ

トケーブルを買うのもいい。
上が普通のツイストペアケーブル
（RJ-45プラグ付き）。下がフラットケ
ーブルタイプのツイストぺアケーブル。

クロスケーブルと
ストレートケーブルはここが違う！
普通、ツイストペアケーブルの引き

回しに使われるのが、ストレートケ

ーブルというタイプのもの。これに

対してクロスケーブルというものも

ある。

両者の違いを見分けるには、ツイス

トペアケーブルの中に8本の芯線が

入っていて、それぞれの芯線には

別々の色が着けられていることを知

っておく必要がある。ストレートケ

ーブルは、RJ45プラグ部分で確認

できる芯線の並び順が両端のプラグ

とも同じになっている。逆にクロス

ケーブルは芯線の並び順が両端のプ

ラグで異なっている。

クロスケーブルは、2台のコンピュー

タを1本のイーサネットケーブルで直

接結ぶ場合などに使う。

茶 白
茶 

橙 白
青 

青 白
橙 

緑 白
緑 

茶 白
茶 

橙 白
青 

青 白
橙 

緑 白
緑 

茶 白
茶 

橙 白
青 

青 白
橙 

緑 白
緑 

茶 白
茶 

緑 白
青 

青 白
緑 

橙 白
橙 

ストレート クロス 

ストレートケーブルとクロスケーブルの見分け方

ストレートケーブルは両端のプラグ内に見える芯線の並びが同じ。
クロスケーブルは並びが違っている。

プリンター

ウィンドウズ
パソコン

イーサネットケーブル

イーサネットの接続ポートが付

いていないパソコンに増設す

るカード（価格は2,000円から）。最

近のマッキントッシュは標準装備だ

が、ウィンドウズマシンにイーサネ

ットポートが付いていなければこれ

を買う必要がある。ちなみに、「ネッ

トワークカード」や「NIC」などとも

呼ばれている。

10BASE-T対応で、自分の機種

で使えるものならどれを選んでもい

い。ただし「PCIバス」対応のも

のを買うこと（PCIとは、パソコン

内部にある増設カードを入れる箇

所の規格）。なぜなら、ウィンドウ

ズのプラグアンドプレイ機能で簡単

にセットアップできるからだ。なお、

購入前には自分のパソコンにカー

ドを差すPCIバスが空いているかど

うかを必ずチェックすること。

イーサネットカード以外にも、

USBポートを持っているパソコン

ならば、USBポートに取り付ける

イーサネットアダプターもある。ま

た、ノートパソコンならPCMCIAカ

ードタイプのものを使えばいい。
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家の中でスマートに
配線してみよう

Step2
実際の配線は非常に簡単で、ケーブルをポートに差し込んでいくだけ。

しかし、単純に配線するだけではケーブルだらけで見苦しくなってしま

う。そこで、実際のネットワークの配線に加えて「きれいに見せる」テ

クニックにもトライしたい。本誌デザイナーNさんのお宅を例に取り、そ

の秘訣を紹介しよう。

¥ この値段でできる！
ハブ ................................3,000円
ダイアルアップルーター
.....................................38,000円
イーサネットカード....9,000円
モール類........................5,000円
ケーブル類....................5,000円
その他............................1,000円

合　　計..................61,000円

基本的にはいろいろな機器に

つながっているイーサネット

ケーブルをハブのイーサネットポー

トにつなぐだけで、ネットワークは

完成となる。が、1点だけ気をつけ

てほしいのはハブ同士をつなぐ場合

だ。ハブには「UPLINK」と書か

れたポートが1つ用意されているこ

とが多い。ハブ同士をつなぐ場合

には、一方のハブにはUPLINKポ

ートにケーブルを差し込み、もう一

方のハブには通常のポートにケーブ

ルを差し込む（これはハブとハブ機

能を持つダイアルアップルーターを

つなぐ場合も同じ）。UPLINKポー

トがなければ、2つのハブをクロス

ケーブルで結ぶという方法もある。

写真の丸の部分が
UPLINKポート。コ
ンピュータやプリン
トサーバーはこれ以
外のポートにつなげ
ばいい（ポートに書
かれている数字は気
にしなくていい）。

うまく配線すれば
きれいになる！

机の裏の配線も、ケーブルを「ビ
ニタイ」を使ってまとめるだけで
かなりすっきりする。これ以外に
も「結束バンド」や「スパイラル
チューブ」というケーブルをまと
めるものもある。ケーブルを適切
な長さにすることも必要だ。

s

ダイアルアップルータ
ーもイーサネットポー
トにケーブルを差し込
むだけ（ハブとつなぐ
場合は左ページのハブ
を参 照 ）。あとは、
「ISDN U」というポー
トに電話線をつなげば
いい。

ダイアルアップルーター

1階はデスクト
ップパソコンと
ノートパソコン、
プリンター、プ
リントサーバー、
ダイアルアップ
ルーターがある。

1階の機器はこうなっている

iMacもケーブルをイーサネ
ットポートに差し込むだけ。

iMac

ハブ
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パソコンにイーサネットカードを
取り付けよう
ウィンドウズマシンを使っているな

ら、ほとんどの人がここから始める

ことになる。基本的には、コンセン

トを抜いてコンピュータの電源が切

れていることを確認し、ケースを開

けて空いているPCIスロットにイー

サネットカードを差し込むだけ。本

体やカードの取扱説明書に書いてあ

る取り付け手順をしっかり読めば、

怖いことはない。均等に力を入れて

奥まで押し込んでネジで固定し、ケ

ーブルを抜き差ししてもグラつかな

いようにしよう。取り付け後、電源

を入れるとウィンドウズがドライバ

ーソフトのインストールを始めるの

で、あとは手順に従えばいい。

イーサネットケーブルは
自分で作れる！
イーサネットケーブルは市販の

RJ-45プラグ付きケーブルを買っ

てくるのが一般的だ。しかし、自

分でツイストペアケーブルとRJ-

45プラグを買ってきて、イーサ

ネットケーブルを作るほうが安上

がりだし、好みの長さに調整でき

る。両者ともネットワーク専門店

で取り扱っているので、ぜひ試し

てみてほしい。手作りのケーブル

は、高速な通信に耐える品質を満

たせないことがあるので注意。

枠で囲んだ部分がPCIスロット。ほかのス
ロットと間違えないようにしよう。

パソコンの基板表面に直接触らないこと。
静電気が発生して壊れることもある。

まず、ツイストペアケーブルの外皮
を適当な長さで剥いて、芯線を順
番にそろえる（白緑、緑、白橙、
青、白青、橙、白茶、茶の順）。1

芯線をRJ-45プラグの中に押し込
めるだけ押し込む。このとき芯線
の順番が入れ替わらないように気
をつけよう。3

次に、芯線をRJ-45プラグに合わ
せてニッパーや圧着工具で適切な
長さに切る。2

最後にRJ-45プラグ専用の圧着工
具を使い、RJ-45プラグを締め付
けてケーブルとくっつける。4

ケーブルを中に通して配線を隠す
「モール」を使えば、床の配線は
すっきりだ。種類も豊富なので、
床のデザインに合わせて購入しよ
う。モールはホームセンターなど
で購入できる。

床の配線をきれいに

Nさんのお宅は、家を建てるときに1
階と2階、3階をつなぐケーブルをあ
らかじめ通している。こうしておけば、
違う階にケーブルを引き回すのはと
ても簡単だ。

階差もラクラク

2階にはiMacとハブが
ある。ハブは1階のダ
イアルアップルーター
につながっている。

2階の機器はこうなっている

モールには裏面に
両面テープが付い
ているタイプもあ
る。これを使って
ケーブルを天井や
床にはりつけよう。

天井と壁を使おう

イーサネットカードをパソコンに取り
付けて（右ページ上参照）、イーサネッ
トポートにケーブルを差し込むだけだ。

ウィンドウズマシン

「フラットケーブル」
を使えば、カーペッ
トで配線を隠せる。
フラットケーブルは
高価なので、普通
のケーブルと組み合
わせて、要所で使
うといいだろう。

カーペットでケーブルを隠そう
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ここでは、ウィンドウズ98の

ネットワークの設定から、

DHCPサーバーから受け取ったIP

アドレスの確認までを解説しよう。

1イーサネットカードを差してパソ

コンの電源を入れると、イーサ

ネットカードが検出されるので

「次へ」を押す。

2ドライバーをインストールするよ

うに促されるので次に進む。

3ドライバーの所在を聞かれるの

で、ウィンドウズ98インストー

ルCD-ROMを入れる。イーサネ

ットカードによっては、メーカー

付属のドライバーをインストール

しなければならないこともある。

このときは付属のフロッピーディ

スクを入れて、「フロッピーディ

スクドライブ」をチェックしよ

う。次へ進むとドライバーのイ

ンストールが完了する。

4再起動が要求されるので再起動

する。これでネットワークの設定

は完了だ。

5次にIPアドレスが正しく割り振

られたかを確認してみよう。再

起動後、「スタート」ボタンを押

して「ファイル名を指定して実

行」を選ぶ。ウィンドウが立ち

上がるので、「名前」の部分に

「winipcfg」と入力してOKボタ

ンを押す。

6「IP設定」が立ち上がるので、

「アダプタ情報」で自分が取りつ

けたイーサネットカードを選び、

「IPアドレス」の部分を確認し

よう。「IPアドレス」に表示され

ているのが、DHCPサーバーか

ら割り振られたIPアドレスだ。

「詳細」を押すとさらに詳しい情

報が見られる。

インターネットに
接続しよう

Step3

配線が終わればホームネットワークはできあがったも同

然だ。それぐらいイーサネットは簡単なのだ。今度は

実際に通信できるように「TCP/IP」の設定をしよう。

これができれば、どのパソコンからでもインターネット

につながる。ここで解説する設定の前に、右下の条件

がそろっていることを確認しよう。

ウィンドウズ98の
ネットワークの設定する

●3

●6

●4
●5

●1

再起動

メーカー付属のドライバーがフロ
ッピーディスクで配られている場
合は、ここもチェックしておく

自分が取り付けたイ
ーサネットカードを選
ぶこと

ここがDHCPで割り
振られたIPアドレス

4ダイアルアップルーターの 
設定をする 

3iMacのネットワークの 
設定をする 

2ウィンドウズの 
ネットワークの設定をする 

1ダイアルアップルーターの 
電源を入れる 

！今回の前提条件はこれだ！
1ISDNに契約している
2ダイアルアップルーターがある
3イーサネットカードを取りつけてい
る

4ダイアルップルーターの電源が入っ
ている

●2
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●2

●2

マッキントッシュの場合、ネッ

トワークの設定は非常に簡

単だ。しかも再起動しないので、

設定してすぐに通信できる。

1アップルメニューから「コントロ

ールパネル」を選び、「TCP/IP」

を選ぶ。

2TCP/IPの設定画面が現れるの

で、「経由先」を「Ethernet」

にし、「設定方法」を「DHCP

サーバーを参照」にする。次に

設定画面を閉じると、設定した

内容を保存するかと尋ねられる

ので保存を選ぶ。

3ここでIPアドレスが正しく割り

振られたかを確認しよう。まず、

WWWブラウザーを起動する

（まだインターネットにつないで

いないのでエラーページが表示さ

れるが気にしない）。TCP/IPで

通信するプログラムを実行した

あとに、再度TCP/IPの設定画

面を表示させる。「IPアドレス」

のところで、DHCPサーバーか

ら割り振られたIPアドレスが確

認できる。

マッキントッシュの
ネットワークの設定をしよう

最後にダイアルアップルーター

の設定を解説しよう。ここで

はネットボランチを取り上げる。ほ

かのダイアルアップルーターも、WWW

ブラウザーを使った同じような設定

方法なので参考にしてほしい。

1ネットワークの設定をし終わっ

たパソコンからWWWブラウザ

ーを起動する。次に下のURLを

入力する。

http://192.168.0.1/

1ダイアルアップルーター内の設

定ページが表示されるので「端

末型接続」をクリックする。

2「プロバイダの登録」ボタンを

押す。

3右の画面で示した情報を入力し

て「登録」を押す。

4再度「端末型接続」のページが表

示される。あとは、パソコンから

WWWブラウザーや電子メール

ソフトを起動して、実際にインタ

ーネットにアクセスさせる。する

と、ダイアルアップルーターが自

動でプロバイダーに接続する。

ダイアルアップルーター
（ネットボランチ）の設定をしよう

トラブルに対処しよう
うまく接続できなかったらパソコ

ンのIPアドレスを確認しよう。手

順はウィンドウズの⑥とマッキン

トッシュの③を参考にする。IPア

ドレスが「192.168.0.XXX」でな

かったら正しくないアドレスだ。

対処法としては次のことを試して

ほしい。

①ケーブルのつなぎ方を確認する

②ケーブルを替えてみる

③ダイアルアップルーターの電源

を入れなおして、パソコンを再

起動する

これでもうまくいかないようだっ

たら、ダイアルアップルーターの

メーカーに問い合わせてみよう。

●1

●1

●3

●3

ここは「接続時に自動取得する」にす
る。うまく接続できない場合はここを
「手動でIPアドレスを設定する」にして、
プロバイダーから提示されたプライマリ
ーDNSサーバーアドレスとセカンダリ
ーDNSサーバーアドレスを入れる

設定するのはこの2箇所

ダイアルアップ接続先
の電話番号を入れる。
プロバイダーの電話番
号がいくつか用意され
ている場合は2と3に
入れてもいい

自分が加入しているプロ
バイダー名を入れる
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ネットワークで
ファイルを共有しよう！

Step4

どのパソコンからでもインターネットにもつながるよう

になったら、次はファイルの共有に挑戦してみよう。前

ページまでのネットワークができていれば、ファイルの

共有は簡単にできる。ここでは、ウィンドウズどうし、

マッキントッシュどうし、ウィンドウズとマッキントッ

シュの間でファイルを共有する方法について紹介する。

2ウィンドウズ間 

ウィンドウズ ウィンドウズ マッキントッシュ マッキントッシュ 

3ウィンドウズとマッキントッシュ間 1マッキントッシュ間 

ここでは便宜上、共有するフ

ァイルを置く側のパソコンを

「サーバー」、ファイルを読みにいく

側のパソコンを「クライアント」と

呼ぶことにする。

[サーバー側の設定]
1コントロールパネルから「ファイ

ル共有」を選び、「開始」をク

リックする。

2パスワードを使う場合は、コン

トロールパネルの「利用者＆グ

ループ」から「新規利用者」で

名前とパスワードを登録する。

34共有したいフォルダーを選び、

「ファイル」→「情報を見る」

→「共有」を選ぶ。

5「この項目と内容を共有する」

をチェックして、アクセス権を設

定する。ゲストアクセスは「全

利用者」で設定する。

6共有されているフォルダーは図

のようなアイコンになる。

[クライアント側の設定]
7アップルメニュー「セレクタ」

で「AppleShare」をクリック

する。右側のリストから接続し

たいマシンを選んで「OK」を押

す。

8名前とパスワードを入力する。

9q項目を選択して「OK」を押

すと、デスクトップに共有フォ

ルダーが表示される。

wうまくいかないときには、コント

ロールパネルの「AppleTalk」

が「Ethernet」になっているか

を確認しよう。

マッキントッシュで
ファイルを共有する

●3

●6

●7

●8
●9

●4
●5

●1

●2

●10

●11
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こここでは便宜上、共有する

ファイルを置く側のパソコン

を「サーバー」、ファイルを読みに

いく側のいパソコンを「クライアン

ト」と呼ぶことにする。

[サーバー側の設定]
1コントロールパネルの「ネットワ

ーク」をダブルクリックする。

2「識別情報」タブをクリックする。

3「コンピュータ名」はパソコン

ごとに違う名前をつける。「ワー

クグループ」は、逆にすべての

パソコンで同じ名前を設定する。

「コンピュータの説明」には何を

書いても構わない。入力が終わ

ったら、「ネットワークの設定」

タブをクリックする。

4「ファイルとプリンタの共有」

をクリックして、「ファイルを共

有できるようにする」をチェック

して「OK」を押す。2の画面

に戻ったら「OK」を押せば、必

要なファイルのインストールが始

まる。途中でウィンドウズの

CD-ROMが必要になることもあ

るので用意しておこう。ファイ

ルのインストールが終わったらパ

ソコンを再起動する。

56再起動したら、共有するフォ

ルダーを右クリックして「共有」

を選ぶ。これは新規に作っても

すでにあるフォルダーでも構わな

い。ドライブ（フロッピーやCD-

ROM）全体の共有も可能だ。

7「共有する」をチェックする。

そのフォルダーにほかのパソコン

からファイルを置きたい場合に

は「フルアクセス」を選ぶ。

8設定が終わると、フォルダーは

図のようなアイコンになる。

ウィンドウズで
ファイルを共有する

●3

●8

●4

●5

●1

●2

[クライアント側の設定]
9コントロールパネルから「ネット

ワーク」を選び、「識別情報」

タブをクリックする（12と同

じ手順）。「ワークグループ」は

3と同じものを入力する。

qデスクトップ上の「ネットワー

クコンピュータ」をダブルクリッ

クする。「OK」を押して再起動

する。

w設定したサーバーのコンピュー

タ名が見えれば完了。あとは普

通のフォルダーと同じように扱

える。うまくいかない場合は、

ワークグループ名がサーバーとク

ライアントで同じかどうかを再確

認しよう。

●10

●11

●9

●7●6
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ウィンドウズとマッキントッシュ

でファイルを共有するのは簡

単ではない。これは、同じイーサネ

ットケーブルでつながっていても、

ファイル共有はウィンドウズが

「NetBIOS」、マッキントッシュが

「EtherTalk」と違うプロトコルを

用いているためだ。そこで、どちら

でも使えるプロトコル「TCP/IP」

を使ったファイル共有のやりかたを

解説しよう。まずは、お互いがウ

ェブサーバーになりあう「ウェブ共

有」の方法から説明する。

[マッキントッシュ側の設定]
MacOS8以降には「Web共有」

という機能が標準で搭載されてお

り、この機能を使えばそのままマッ

クがウェブサーバーとなる。

1コントロールパネルからWeb共

有を選ぶ。

2アドレスの欄はこのサーバーにア

クセスする場合のURLなので、

メモしておく。ホームネットワー

ク内では「全ての利用者に読み

込みアクセス権を与える」をチ

ェックするのが簡単な方法だ。

3共有するフォルダーを選択する。

[ウィンドウズ側の設定]
マッキントッシュのWeb共有に

相当するサービスは、ウィンドウズ

の 場 合 に は「 Personal Web

Server」（PWS）を利用する。

4ウィンドウズ98のCD-ROMを

挿入する。

56「add-ons」→「pws」を

選び、「Setup.exe」でPWSの

インストールが始まる。インスト

ール中の項目は変更する必要は

ない。

7インストール終了後、PWSはタ

スクバーに常駐する。設定する

にはこの小さなアイコンをダブル

クリックする。

8左下の「詳細」をクリックする。

9「ディレクトリの参照を許可す

る」をチェックして、<ホーム>

で「プロパティの編集」をクリ

ックして、公開するフォルダー

（ホームディレクトリ）を選ぶ。

[ファイルを見るには]
qwウィンドウズもマッキントッ

シュも、 ブラウザーから

「http://相手のIPアドレス/」で

相手のフォルダーを参照できる。

●3

●6

●7

●8 ●9

●4

●5

●1

●2

●10 ●11

ウィンドウズとマッキントッシュで
ファイルを共有する（ウェブ共有編）
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1適当なフォルダーを作って、

C D - R O M の収 録 先 から

「ward105.exe」をコピーする。

2このファイルをダブルクリックし

て、解凍された「Setup.exe」

をダブルクリック。

3インストールが開始される。途

中の項目を変更する必要はない。

4スタートメニューから「War

FTP Daemon」を起動する。A

のチェックをはずして、Cをクリ

ックする。

5 EのチェックをはずしてFを押

す。Gを押して共有するフォル

ダーを選び、Hを図のように設

定する。「ok」を押して④に戻

り、Dを押すとサーバーが開始

される。

6タスクバーに常駐するので、終

了するには図のアイコンを右ク

リックする。

以上で完了だが、この設定は外部

に公開されたマシンでは危険なた

め、ホームネットワーク内のマシン

以外では使わないでほしい。

[マッキントッシュ側の設定]
FTPクライアントとして本誌の

CD-ROMから「NetFinder」をセ

ットアップする。

7「ホスト」に4のBのIPアドレ

スを入力して「接続」を押す。

8ウィンドウズのフォルダーが見え

るようになる。

前ページの方法は手軽だが、

ファイルを相手のマシンに

アップロードできないという難点

がある。そこで、ウィンドウズマ

シンをFTPサーバーにして、フ

ァイルを共有する方法を紹介す

る。

[ウィンドウズ側の設定]
FTPサーバーとして、本誌の

CD-ROMか ら 「 War FTP

Daemon」をセットアップする。

ウィンドウズとマッキントッシュで
ファイルを共有する（FTP編）

もっと簡単に共有したい人のためのソフトウェア
市販のソフトウェアには、さ

らに簡単にウィンドウズとマ

ッキントッシュのファイル共

有ができるものがある。ディ

アイティの「PC MACLAN」、

ウィニングランの「DAVE」、

ヤノ電器の「WIN MOUNTER」

などがこうしたソフトで、い

ずれも同機種どうしの場合と

ほとんど同じ方法で共有でき

るようになる。いずれのソフ

トもホームページから体験版

をダウンロードできるので、

日常的にファイルを共有する

必要がある人はこれらのソフ

トの購入を検討してみよう。

PC MACLAN
標準価格 36,000円
発売元 株式会社ディアイティ
http://www.dit.co.jp/maclan/ WIN MOUNTER

標準価格 6,800円
発売元 ヤノ電器株式会社
http://www.yano-el.co.jp/

DAVE
標準価格 22,800円
発売元 ウィニングラン・ソフトウェア
株式会社
http://www.winningrun.co.jp/PC MACLAN

標準価格 36,000円
発売元 株式会社ディアイティ
http://www.dit.co.jp/maclan/ WIN MOUNTER

標準価格 6,800円
発売元 ヤノ電器株式会社
http://www.yano-el.co.jp/

DAVE
標準価格 22,800円
発売元 ウィニングラン・ソフトウェア
株式会社
http://www.winningrun.co.jp/

War FTP Daemon
CD-ROM収録先
ÅWin→Warftp+CD-ROM+CD-ROM

NetFinder Ver1.2.1J
CD-ROM収録先
ÅMac→NetFinder+CD-ROM+CD-ROM
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まずは、デスクトップ機に接続

したプリンターをノートパソ

コンから使う方法を説明する。

[デスクトップ側の設定]
1コントロールパネルの「ネットワ

ーク」から「ファイルとプリンタ

の共有」を押す。

2「プリンタを共有できるように

する」をチェックして再起動する。

ここでウィンドウズのCD-ROM

を要求されることがあるので、

あらかじめ準備をしておこう。

3再起動後、接続されているプリ

ンターを右クリックして「共有」

を選ぶ。

4「共有する」を選んで共有名に

適当な名前をつける。

5プリンターが共有のアイコンに

変わる。

[ノート側の設定]
6「マイコンピュータ」の「プリ

ンタ」から「プリンタの追加」

をダブルクリック。

7プリンターの接続先では「ネッ

トワークプリンタ」を選ぶ。

8この画面では「参照」ボタンを

押す。

9デスクトップ機の下につながっ

ているプリンターを選ぶ。あとは

通常のプリンターと同じように

使える。

デスクトップに接続した
プリンターを共有する

●3

●6

●7

●8

●9

●4

●5

●1

●2

ウィンドウズノート 

ハブ 

ウィンドウズデスクトップ 

プリンター 
ケーブル 

プリンター 

USB 
ケーブル 

マッキントッシュ 

プリンターも
共有してみよう！

Step5
¥ この値段でできる！

プリンター.................41,800円

プリンターケーブル....1,300円

USBケーブル...................700円

合　　計..................43,800円
プリンターを持っているなら、プリンターも共有してしまおう。

ここでは、ウィンドウズマシンでプリンターを共有する方法を紹

介する。残念ながらマッキントッシュではプリンターの共有は難

しい（高価なPostScriptプリンターが必要となる）ので、ネッ

トワークとは別にUSBケーブルでつないで併用することにする。
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¥ この値段でできる！

プリンター.................41,800円

プリントサーバー........8,500円

USBケーブル...................700円

合　　計..................51,000円

前ページの方法ではプリンター

を使う際にはプリンターが接

続されているパソコンを起動しなく

てはならない。さらに便利にネット

ワークでプリンターを使うには、プ

リントサーバーの導入をおすすめし

たい。今回は、プラネックスコミ

ュニケーションズの「Mini」の使

用例を紹介する。まずは、「Mini」

とプリンターケーブルでプリンター

をつなぎ、イーサネットケーブルで

ハブとつないでおこう。

1まず、パソコンにNetBEUIプロ

トコルを追加する。コントロー

ルパネルで「ネットワーク」を

選び、「追加」を押す。

2「プロトコル」を選び「追加」

を押す。

3「Microsoft」の「NetBEUI」

を選んで「OK」を押す。しば

らくして1の画面に戻ったら

「OK」を押す。ここでウィンド

ウズのCD-ROMが必要になるこ

ともあるのであらかじめ用意して

おこう。インストールが終わった

ら、パソコンを再起動する。

4再起動後、「Mini」に付属のセ

ットアップディスクからSetupア

イコンをダブルクリックする。イ

ンストールは「Next」ボタンを

押していけば問題なく終了する。

5プリンターのドライバーをインス

トールする。この手順は通常の

場合と同様なので、プリンター

に付属してくるマニュアルを参

照してほしい。すでにインストー

ルされている場合には、この手

順は必要ない。

6プリントサーバーにつないだプリ

ンターを右クリックして「プロパ

ティ」を選ぶ。

7プロパティーの「詳細」タブを

クリックして、「ポートの追加」

を押す。

8「その他」をクリックして「PS

Port」を選んで「OK」を押す。

9「NetBEUI」を押して、しばら

くすると下段にプリンター名が

表示されるので、「OK」を押

す。7の画面に戻ったら「OK」

を押せばインストール完了。

以上の手順でプリンターが使用

できるようになる。ただし、多くの

プリンターはqのようなプリンタ

ーの状態を監視するソフトを常駐

させている。プリントサーバーを使

った場合にはこうしたソフトがうま

く動作しないことがある。そのよう

なときには、監視を中止させるよ

うにしよう（w）。

プリントサーバーを使って
プリンターを共有する
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高度なホームネットワークを
作ろう！

Step6

ここではホームネットワークが簡単にできた人のた

めに、ワンランク上のネットワークの構築チャレン

ジしよう。これを読めば、大容量の画像データのや

り取りができる高速ネットワークや邪魔なケーブル

を引き回さないで済むワイアレスネットワークの導

入の仕方がわかるぞ。

¥ この値段でできる！

ワイアレス
アクセスポイント
.................................60,000円～

PCMCIAカード
.................................30,000円～

合　　計............90,000円～

¥ この値段でできる！

1 0 0M b p s
100BASE-TXイーサネットカード
.........................................3,000円

デユアルスピードハブ
.....................................25,000円

合　　計..................28,000円

最近、関連機器が急速に安く

なってきたために普及が進ん

でいるのが、高速なイーサネット

だ。 従来 のイーサネットは

10Mbpsしか出ない10BASE-Tと

いう規格だった。この規格を改良

して10倍の100Mbpsという高速

ネットワークを実現したのが、

100BASE-TXという規格。

100BASE-TXでネットワークを

作 る の は 簡 単 で 、 単 純 に

100BASE-TX対応のイーサネット

カード、ケーブル、ハブを使うだ

け。逆に未対応の機器を混在させ

ることはできない。このため、普通

は10BASE-Tと100BASE-TXの

両方に対応している「デュアルス

ピードハブ」というハブを使う。こ

れを使えば、10BASE-T対応機器

と100BASE-TX対応機器を一緒

に使えるのだ。

また、これ以外にも「スイッチ

ングハブ」という機器もある。普

通のハブは「リピーターハブ」とい

って、すべての機器に同じデータを

流す仕組みになっている。そして、

通信相手だけが流れてきたデータ

を受け取ることによって通信が成り

立っている。ところが、スイッチン

グハブは通信相手だけにデータを送

り、無駄なデータを流さないように

なっている。しかし、スイッチング

ハブを単純に導入してもリピーター

ハブと同じぐらいの性能しか出な

い。高速にするには、たくさんデー

タを流したり受け取ったりする機器

同士だけをスイッチングハブにつな

ぐといい（右図）。スイッチングハ

ブを購入するなら、これもデュアル

スピードのものを選んでおきたい。

ほかにもスイッチングハブを選ぶ

際に注目すべき点がある。たとえ

ば、フルデュプレックスとハーフデ

ュプレックスという製品の違い（フ

ルデュプレックスのほうが高速）や

スループット、アドレスをどれぐら

い記憶できるかといったことだ。高

機能なものはそれだけ値段が高く

なるので、値段を考えて選びたい。

100Mbpsの高速な
ネットワークを作ろう！ プラネックスコミュニケーション

ズの10BASE-T/100BASE-TX
対応カード「FNW-9700-T」。
価格も実売で3,000円程度と
10BASE-T対応のものと変わら
ないので、ネットワーク導入時か
ら100BASE-TX対応のものを買
っておいたほうがいいだろう。

メルコのスイッチングハブ「LSW10/100-8H」（上）
とデュアルスピードハブ「LHB10/100-S8」（下）。
どちらも10BASE-T/100BSE-TX対応。実売で3万
円を切った低価格は、数年前には考えられなかった。

プラネックスコミュニケーションズのスイッチングハブ
「FX－08E」。これも10BSET-T/100BASE-TX対応。
実勢価格2万円程度。

特定のプリンターやパソコンだけ集中してデータのやり取りが行われている（ここでは
パソコンA、パソコンB、プリンター）。この3つの機器だけをスイッチングハブに直結
し、残りはリピーターハブをスイッチングハブに直結する。この方法によって、スイッ
チングハブの能力が発揮できる。

スイッチングハブ導入前 スイッチングハブ導入後 

パソコンA

パソコンB

パソコンB パソコンC パソコンD パソコンE

プリンター 
プリンター 

リピーターハブ 
パソコンA パソコンC パソコンD パソコンE

リピーターハブ 

スイッチングハブ 
スイッチングハブはこんな場合に有利！
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ケーブルを「きれいに」引き

回すのはStep2で紹介した

ように、結構な労力がかかる。そ

こで、ケーブルを使わずに無線を

使って通信するワイアレスネットワ

ークにしてしまうのもいいだろう。

ワイアレスはこれからも大注目の技

術で、ワイアレスネットワーク用の

無線LAN製品も多く出回ってきて

いる。しかし、正直いってまだま

だ値段は高い。

無線LANはアクセスポイントと

いうハブの役目をする機器と、無

線LAN対応のPCMCIAカードと

で通信するようになっている。アク

セスポイントはイーサネットと接続

できるので、無線LANカードを差

したパソコンはイーサネット上にあ

る機器とも通信できる（右図）。

ワイアレスネットワークの利点

は、無線が届く範囲ならどこでも

ネットワークにつながるということ

だ。これは特にノートパソコンで威

力を発揮する。PCMCIAカードを

使うのはこの部分を意識している

からだろう。

残念なことに通信速度は

2Mbpsぐらいなので、イーサネッ

トに比べると遅い。しかし、大き

なサイズのデータをやり取りするの

でなければ、まったく問題なく使

える。

弱点は電波を使うということ。

つまり、携帯電話と同じように電

波の障害物や届く距離が問題とな

ってくる。電子レンジの周波数帯

に近い2.4GHzの電波を使ってい

ることもあって、電子レンジの使

用が通信の障害になることがある

ようだ。しかし、どこでもつながっ

ていることを考えれば、ワイアレス

であることはとても便利なはずだ。

ワイアレスネットワーク
を作ろう

価格面からいえば、なんといってもメルコのAIRCONNECTシリーズが手に入れやすい。しか
も設定も簡単にできるように配慮がなされている。特筆すべきはアイコムのSR1-WLだろう。
これはダイアルアップルーターに無線LAN機能を付けたものだ。PCMCIAカードの価格が多
少高いが、これからホームネットワークを作ろうと思っている人で、無線LAN製品の導入を
考えているのであれば、この製品も買いだろう。
＊別途PCMCIAカードが必要。

今「買い」なのはこの無線LAN製品
提供会社 製品タイプ 製品名 価格

アイコム アクセスポイント

http://www.icom.co.jp/ 機能付きルーター SR1-WL ¥99,800

PCMCIAカード UX-136 ¥59,800

アクセスポイント＊ AP-1 ¥168,000

アクトンテクノロジィ airLan-2000 シリーズ

http://www.accton.co.jp/ アクセスポイント＊ AP-2002 ¥148,000

PCMCIAカード airLan-2000 シリーズ ¥49,800

WL-2002

コンピュータ・テクニカ アクセスポイント LANSAT-AP ¥198,000

http://www.com-tec.co.jp/ PCMCIAカード LNASAT-PC ¥49,800

提供会社 製品タイプ 製品名 価格

メルコ アクセスポイントと

http://www.melcoinc.co.jp/ PCMCIAカードのセット AIRCONNECT WLA-PCM2 ¥98,000

アクセスポイント AIRCONNECT WLA-T1 ¥59,800

PCMCIAカード AIRCONNECT WLI-PCM ¥29,800

ISAバス用ボード AIRCONNECT WLI-ISA ¥39,800

メルコの無線LAN製品「WLA-PCM2」。アクセ
スポイント「WLA-T1」と子機となるPCMCIAカ
ード「WLI-PCM」2枚のセットで定価9万
8,000円と非常に低価格。この製品を本誌ニュ
ープロダクトレビューで取り上げているので、ぜ
ひ238ページを参照してほしい。

メルコのデスクトップパソコン用PCMCIAカー
ドアダプター「WLI-ISA」。実際には上記の無線
LAN製品対応の「WLI-PCM」が付いている。
つまり、これを使えばデスクトップパソコンでも
無線LANに接続できる。残念なのはISAバス対
応なこと。定価は3万9,800円。

無線LANはノートパソコ
ンとの組み合わせがもっ
ともマッチする。アクセ
スポイントに電波が届く
限り、好きな場所で通信
ができるからだ。ケーブ
ルをあちこちに引き回す
必要もなくなる。

これがワイアレスネットワークだ！

ダイアルアップルーター 
（ハブ付き） 

インターネット 
従来のイーサネット ワイアレスネットワーク 

無線LAN用のPCMCIAカード 

無線LAN 
アクセスポイント 
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う
だ
ろ
う
。

こ
の
先
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
な
ど
新
し
い
イ
ン
フ
ラ
が
家
庭
に
や
っ
て
き
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
に

将
来
を
考
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
住
宅
に
組
み
込
み
、
ど
の
部
屋
か
ら
も
接
続
で
き
る
家
を
作
る
の
だ
。

住
宅
を
選
ぶ
時
や
建
て
る
時
の
努
力
で
、
あ
な
た
の
家
が
ホ
ー
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
完
全
対
応
で
き
る
も
の
に
な
る
。
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家庭内の通信系（アナログモ

ジュラー、イーサネット）、映像系

（同軸）ケーブルは、生活習慣に

基づいて設置場所が決められてい

た。人の出入り口である玄関に

は電話が置かれ、家族が集う居

間やダイニングにはテレビ、寝室

では頭の近くにあるとうるさいテ

レビは足元へ、といった具合だ。

現在は教育の場に、また職場

にパソコンやインターネットが導

入され、家族全員でパソコンを使

うことが珍しくない。そうなると、

これまでの設置場所だけでは配線

の出口が少なすぎるし、パソコン

を使う場所まで制限されてしま

う。その事態を避けるため、住宅

そのものをネットワークに対応さ

せようという動きが生まれてきた。

そのためには各部屋に使う用途を

想定した配線・配管が必要にな

る。98年5月号でも取り上げた

が、もう一度家庭内に入ってい

るケーブルの仕組みをおさらいし

てみよう。

家庭内配線の基礎を知ろう

イーサネット・映像系はスター型
家庭内LANに欠かせないイーサネットは、ダイアルアップル
ーターを中心として星型に設置する「スター型」で配線する。
映像系（地上波、BS、CS、CATVテレビ）の同軸ケーブル
の配線も、アンテナなどからケーブルが分配器に引き込まれ、
そこを中心にしたスター型配線になる。同軸は地上波やCSな
ど規格は違っても、すべてこの引き方だ。

電話はバス型
アナログおよびISDN回線は、各部屋を数珠つ
なぎにつないでいく「バス型（送り配線）」を用
いる。これまで電話は送りで、映像はスター型
でが一般的な配線だったが、ダイアルアップル
ーターのアナログポートを使い、電話もスター
型の配管で対応することが可能になっている。

書斎 子供 
部屋 寝室 

居間 D K

RJ45 
モジュラージャック 

RJ45 
モジュラージャック 

ダイアルアップ 
ルーター 

電柱 

引込口 

書斎 子供 
部屋 寝室 

居間 D K

電柱 

引込口 

モジュラージャック モジュラージャック 
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ホームネットワークの作り方
使える

これまで家庭内の通信と映像

の配線は、映像がリビングを始め

とする複数の部屋に、通信は玄

関、ダイニングなど1か所、また

は1階と2階で2か所、といった

形で敷かれていることが多かっ

た。しかしテレビを個人で使い、

電話はコードレス、パソコンも親

子別々に持っていることが多い現

在では、イーサネットと映像用の

同軸ケーブルが各室に欲しくなっ

てくる。

そこで、配線の具体的な方法

と、建物による配線タイプの違い

を見てみよう。

配線にはCD管というラミネー

トチューブを敷設してその中にケ

ーブルを通す方法と、ケーブルを

直に敷設する方法（転がしとも

呼ばれる）の2つがあり、これら

を建物の種類やケーブルによって

使い分けて行われる。

大山さん宅（185ページ）の屋根裏
を見せていただいた。在来工法のた
め、屋根裏もケーブルスペースになる。

一戸建ては
工法で変わる
在来工法の場合は柱と梁で骨

組みを作るので、柱や梁に穴を開

けて配管、配線を通していく。

そのため、配管が多いと強度に問

題が出てくる場合がある。

鉄骨で骨組みを作る工法は、も

ともと鉄骨に穴が多く壁や柱の間

に隙間があるので、穴を開けずに

配管、配線ができるメリットがある。

2x4やパネル工法の場合、工

場での壁面作製時にケーブルや配

管が埋め込まれ、それを現地で組

み立てる形が多く取られている。

そのため、事前にきちんと配線を

計画しておくことが必要だ。

集合住宅は
まとめて入れる
戸数分の回線をまとめて1か所

に引き入れ、それを各戸に分配

する形になる。マンションでの配

線は、内装工事が始まる前に設

置するものなので、外観ができて

いないうちから設置する段取りを

組まないと、工事に間に合わなく

なることも。

配管工事は、時期的には内装

工事が始まる前か、電気工事を

する時に一緒に行う場合が多い

ので、できれば購入前に、希望

の集合住宅の営業と話をしてみ

よう。P187の篠田さんの例は参

考になる。建物によっては階上の

部屋から階下の部屋に配線を送

る場合があり、その場合は住居

内の希望位置への配線が難しく

なるので注意しよう。

住宅つくりの現場から───1

ネットワーク住宅を目指し

て雑誌記事などを調べていく

と、必ず登場するのがここ。

「住宅情報化」を掲げて10年

前から活動しており、各住

宅・電器メーカーが参加し、

研究調査を続けている。同協

議会の規格に完全に沿った配

線は、イーサネットに対応して

いないため本誌読者にとっては

満足のいかないところがある。

しかし情報化配線を進めてい

るメーカーだけでなく、独自規

格でネットワーク対応住宅を

提案しているメーカーの動きに

も精通しているので、問合せ

をする価値はある。P187表内

のファックス番号に問い合わせ

てみよう。

ホームネットワークの基礎を作った
住宅情報化推進協議会

住宅つくりの現場から───2

P170～171に登場していた

だいた本誌デザイナーのNさ

ん。イーサネットケーブルを1

階～3階にわたってタテに引い

ているのは、「たくさん引いて

も使わないところが出てくるの

で、絶対に使うことが分かっ

ている場所だけに引いておこう

と。それに壁の構造強度上、

たくさん管を通すわけにもいか

なかった」からだという。情報

分電盤も場所を取るので設置

場所を設けるのが難しく、1階

に電話系配線を集めただけで

済ませた。「情報分電盤は設

計に余裕があってスペースのあ

る家じゃないとできないので

は？」という疑問も飛び出し

ていた。

ネットワーク化も構造による？
Nさん

建物による家庭内配線の違い
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では、どの部屋でも自在にネッ

トワークが使える住宅を作るには

どうしたらよいか。

そのためには、最初に必要な要

素を考えておこう。まず最も重要

なイーサネットケーブル、そして

映像系のために同軸ケーブル、さ

らに必要によってアナログ電話線

を配線する。具体的には映像系

と通信系の引き込みを1か所にと

りまとめ、そこからスター型配管

を使って各部屋に配線しておけ

ば、今後あらゆることに対応が可

能になる。

同軸は2回線は入れておこう。

BSと地上波は同じケーブルで分

配できるが、そこにCSや、衛星

インターネットが入る可能性も考

慮しておくのだ。CSのスカイパ

ーフェクTVとディレクTVを両方

観たい人なら、同軸ケーブルを3

系統引いておくのもいいだろう。

そのうえで、さらに空の配管を

1つスター型に配置しておくと、

今後の新しいインフラにも柔軟に

対応できる。

これらのケーブルは配管の中を

通して引くのが望ましい。現在、

一般的に使われている配管は14

ミリ径だが、住宅情報化推進協

議会は、今後に備えて22ミリ径

の配管を通しておくことを進めて

いる。ちなみに22ミリ径とは、

イーサネットケーブル2本とアナ

ログ電話線1本、またはイーサネ

ット、同軸、アナログ電話の各ケ

ーブル1本ずつが収納できる太さ

のものだ。工法の問題などであま

りたくさん管を通せない場合は、

同軸は直付けにして、通信系だ

け配管を用いる方法もある。同

軸はBSとCSにも対応し、今後

も急激な変化は少ないと思われる

ので、直付けしても困ることはな

いという判断だ。イーサネットケ

ーブルやアナログ電話線はあとで

変わってくる可能性が高いため、

配管に通すほうがいいだろう。

まずはスター型の配管を

どこに何を、いくつ通すかを決

めたら、発注と工事が待ってい

る。その前に、企業提案のマル

チメディア配線を利用するか、で

きるところは自分でやるか、それ

ぞれのメリットとデメリットを考

えよう。住宅の工法や屋内配置、

自分のスキルと使える時間、かか

るコストなどの状況を見て、ベス

トの方法を見付けよう。

コストがかかる
メーカーの配線製品

メーカーが提案する配線プラン

から、希望のプランと配線機器

を使用するもの。松下電工が以

前より「マルチメディア対応先行

配線システム」として販売してい

たが、昨年から因幡電気産業も

参入し、広がりを見せ始めた。

分配器やブースターを取りまとめ

た「情報分電盤」に屋外からの

ケーブルを引き込み、そこから各

部屋に配線を送る。機器が1か

所にまとまっているので、点検や

メンテナンス、機器交換をしやす

いのが利点。コンセントもタイプ

別に用意されていて、使う側が頭

を悩ますことはない。

従来のものは分電盤のサイズが

大きく、置き場所を決める苦労も

あったが、今年はコンパクトにな

ったタイプも登場。住宅メーカー

の製品にあらかじめ組み込まれた

もタイプ発売される予定で、工法

を問わずに対応が可能となった。

問題はコストで、機器自体は

十数万円から20万円前後で、工

事費も含めて30万～40万円くら

いが相場。「手間が

かかる割にあまり利

益は出ない金額なん

です」（さくら通信

山本さん）。そのため

か、「業者によって工事の金額に

バラツキがあり、時には機器の値

段を超えることも。見積もりの値

段に驚いて辞めてしまう方もいら

っしゃいますね」（松下電工　深

川さん）。コストをとるか便利さ

をとるか、悩むところだ。

手間がかかる
自力の配線

もっと安上がりにしたい、情報

分電盤は必要ない、映像系はあ

まり興味がないので普通でいい…

という人にはこちら。映像系は通

常の住宅と同じように配線しても

らって完了。通信系の配管を自

分の希望どおりに設置してもら

い、そこにイーサネットやアナロ

グを自分で配線する。

必要な作業は、通信系の外か

らの引きこみ口にダイアルアップ

ルーターを設置し、そこからアナ

ログとイーサネットケーブルを各

部屋に引き込めばいい。ダイアル

アップルーターやコンセントの設

置場所を考えて、無駄なケーブ

ルを出さない工夫をしよう。その

際に家具の配置も考慮できれば、

目障りなケーブルを見ることは少

なくなるはずだ。

また、配管にリード線を通して

おいてもらえば、線を引くときも

そこにつないで引きたい方から引

っ張るだけなので短時間ででき

る。引き込んだらケーブルの先に

コネクターを付ければ完了だ。

この場合、配管料金は工事費

も含め高くても10万円程度なの

で、あとはケーブルやアダプター

とコンセント、ダイアルアップル

ーターを用意して自分で接続す

る。コネクタ－を付けるのに少々

慣れがいるが（P169図参照）、

挑戦する価値はあるぞ。

配線の手段を選ぶ

自力配線だから、コンセ
ントもすぐ外して中が見
られる。大山さん宅から

壁材を入れる前の、まさ
に配管途中のところ。

配管に使われるCD管。実際には
50メートル以上の単位で売られる
ので、一般に買うことはできない。

松下電工の「マルチメディア先
行配線システム」の情報分電
盤とイーサネットコンセント。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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配線完了までのステップ
情報配電盤と自力配線、どち

らの場合にしても、大切なのは施

工業者に自分が目指しているネ

ットワーク図を理解してもらうこ

とだ。というのも、残念ながら現

在、住宅メーカー営業、施工業

者、電設業者も含めて、住宅建

築の現場ではホームネットワーク

はまだ理解されていない。まれに

詳しい人もいるようだが、電設業

者でもイーサネットケーブルを見

たことのない人はたくさんいるの

だ。どうすれば彼らにこちらの希

望が伝わり、望みどおりに作って

もらえるかを考えよう。

step1
まずは相談
一戸建ても集合住宅も、まず

担当者に相談してみよう。また住

宅メーカーの人、施工担当者、

電設業者など、かかわりのある人

たちには一通り声をかけてみる。

話した人が配線に詳しければちょ

うどいいし、よく知らなくても、

詳しい人を社内で知っていたら紹

介してもらう、得意とする施工業

者を紹介してもらうなど、そこか

ら広がることはあるはずだ。誰に

聞いてもダメという場合は、自分

で詳しい業者を探してくるなど、

対策を講じる必要が出てくるかも

しれない。

step2
希望を正確に伝える
詳しくつめる段階になったら、

どこに何をどういう形で工事して

ほしいのかを説明しよう。言葉だ

けで伝わらないときは、図を描い

たり、パンフレットや実際のケー

ブルを見せて説明すれば伝わりや

すくなる。コラムの篠田さんのや

り方は参考になる。

相談する時期は、設計図がで

きあがる前がベスト。配線図面を

確認して、そこに希望した配線

が書き加えてあれば、まず間違い

なく工事してもらえる。もう少し

後でも、骨組みができて内装を始

めていない段階、つまり壁材を付

ける前なら何とかなる場合が多

い。集合住宅も配管を入れる時

期は同じなので、この時期に間に

合えば希望する配線を入れてもら

える場合もある。

step3
確認作業は欠かさずに
可能であれば、施工時に様子

を見に行こう。図面で確認して

いても、「イーサネットの配管だ

とこちらが何度も言っているの

に、現場で大工さんが『電話と

一緒（バス型）ですよね』と言

っていたので、あわてて訂正しま

した」（大山さん）という事態も

あるのだ。現地を見るにこしたこ

とはない。

自分でケーブルを通そうという

人は、「工事の時にそれぞれの場

所の配管の長さを聞いておくと、

あとでケーブルを通すときに長さ

がすぐわかります」（大山さん）

というtipsもある。

住宅つくりの現場から───3

埼玉県にお住まいの会社員

大山さんは、配管だけお願い

して自分でイーサネットケーブ

ルを通した1人だ。居間の棚

の上段に引きこみ口を設置し

てダイアルアップルーターを置

き、そこから6部屋にイーサネ

ットケーブルを配線している。

実は工事業者にLANのことを

話したら不安がられてしまい、

それで自分で通すことを考えた

という。

配管したのは工事開始から

約2か月後で、リード線を同

時に入れてもらったので、ケー

ブルを通すのは比較的スムーズ

だったという。ただ、配管の

長さを尋ねたのが工事完了後

で、業者ももうわからない状

態。「片方にケーブルロールを

置いて、それを引っぱって反対

側から出たところで切る作業

を繰り返したたんです」（大山

さん）。まだ管だけが通ってい

るところには、穴が開いたコン

セントがかぶせてある。「テレ

ビの後ろにも配線しているのが

いいでしょう。衛星インターネ

ットが本格化しても、これで対

応できますよ」（大山さん）と

いう点もポイントだ。

自分の手でケーブル配線
大山さん

住宅つくりの現場から───4

「マルチメディア先行配線シス

テム」がおなじみになった松下

電工。家庭内LANはあまり扱

われていなかったが、配線器

具事業部の深川仁さんによる

と、工事業者や電気店がLAN

に関する知識が少なかったた

め紹介しにくい事情もあった

そうだ。

「現在、家庭内LANについて

は3つのプランを紹介していま

す。配電盤にアクセスポイント

付きDSUを入れ、ダイアルア

ップルーターはいずれかの部屋

に置くのが基本で共通してい

ます」（深川さん）。配電盤に

ダイアルアップルーターを置か

ない理由は、現行のものは形

状や機能（液晶付きなど）が

パソコン周りに置くように作ら

れているためだ。

自宅にネットワークを導入す

るのは、わずか1％程度の件数

しかないそうで、ホームネットワ

ークはメーカーや政府が声高に

言うより、使う人のニーズが高

まってきた時に本当に浸透す

るだろうと松下では見ている。

マルチメディア配線シリーズを定着させた
松下電工

最初からイーサネットケーブルを出す
場所を考え、ルーターと一緒に目立た
ないところに設置した計画性に拍手。

新しいインフラを取り付けるためのフリースペースがある情報分電盤。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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ここまで読んで、すでに家を持

っている人はどうするかと、不安

になられたかもしれない。率直に

言うと、現在、ホームネットワー

クのためのリフォームプランは1

つもない。住宅の構造によって多

少の工夫の余地はあるが、壁に

穴を開けたりはがしたりという作

業を覚悟しなければならない。そ

の上でリフォーム業者に相談して

みる手はある。

一戸建ての場合、床下や屋根

裏を使うと、かなり配線を隠すこ

とができる。

集合住宅の場合は、二重壁や

二重天井の構造なら、そこに配

線を通すことも可能だ。改めて設

計図を見てみよう。

いずれにしても、内装のリフォ

ームをするタイミングで一緒に行

うと、かなり大掛かりなことも可

能になる。

壁に穴は開けたくない、という

場合は、この特集の前半で解説

したように、ケーブルを隠したり

整理してきれいに見せる方法を取

るしかないだろう。

既存住宅のリフォームは？

めきめき増えてきた感のある

「インターネットマンション」。OCN

などを利用して、マンション内に

サーバーを立て、そこから各戸に

引き込む形や、CATV利用、

WebTV利用など、接続の状況は

マンションによってさまざま。し

かしその状況を、長谷工の秋山

さんはこう警告する。「いわゆる

インターネットマンションは、確

かに入居してすぐ使えるけれど、

将来性のことを考えた配線設備

じゃなかったり、強制的に全員加

入だったりというところが多い。

もう少し将来性を考え、なおかつ

入居者の負担が少ない形が望ま

しいのでは」（長谷工 秋山さん）。

そこで長谷工では「インターネ

ット対応マンション」のプランを

推進中だ。ISDN、CS、BSな

ど、現在考えられる通信や映像

のインフラをすべて先行配線して

おくが、それを使うには入居者が

各コンテンツ提供会社と契約す

るのが条件。使わないなら契約し

なくていいので、全員がインター

ネットサービスを使うことを強制

されることもない。これからの集

合住宅の施工・配線スタイルと

言えるだろう。

また、三井不動産の「ステー

ションフロントタワー」では、

OCNスタンダードでマンション全

戸にイーサネットケーブルを配線

して、各戸の全部屋に同軸と併

せてコンセントを配置。専用線で

2000円台の料金（予定）は魅力

だ。またオラクルのNCTVも各戸

に標準装備し、パソコンを持って

いない人でもインターネットを使

うことができる工夫がなされてい

る。

インターネットマンションは？

住宅つくりの現場から───5

以前からマルチメディア対応

配線に取り組むなど、ホーム

ネットワークに向ける積極的な

動きをしてきた長谷工。現在

建築分譲中の「モア・クレス

ト築地」では、全戸の各洋室

とリビングに、同軸3系統とア

ナログ電話、さらに専用線か

らのイーサネットケーブルが引

かれている。エンジニアリング

事業部の秋山哲男さんは「今

あるインフラのどれにも対応で

きる設備を入れていますが、入

居される方が申し込まなければ

使えない。そのため、なかなか

良さが伝わらないんです」と苦

笑する。充実した配線を提供

しているが、使い方は入居者

次第のところが、強制的に加

入させられる通常のインターネ

ットマンションとは異なってい

るところだ。二重壁の間を利

用した配線が行われているた

め、リフォームなどの融通が利

く点もある。

今あるインフラにすべて対応可能
長谷工コーポレーション

「モアクレスト築地」の配線構
造図。すべてが1か所に集ま
るようにまとめられている。

「ステーションフロントタ
ワー」で使われるNCTV。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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住宅つくりの現場から───6

マンションの中に完全なネッ

トワーク空間を作ったABYSS

の篠田さんは、企業のウェブ

サイトの構築やCGIプログラミ

ングの仕事をされている。マン

ション購入の際に営業マンと

相談したところ、詳しい業者

を紹介してくれたという。篠田

さんからの提案は、ISDN2回

線とOCN1回線の出入り口を

なんとクローゼットの中に作

り、そこから各部屋に配管・

配線する形だ。クローゼットの

中のコンセントは、合計16の

モジュラージャックが付いた特

製品（篠田さんはパッチ盤と

呼んでいる）。図（下記）で説

明したので、業者もすぐ理解

してくれたという。サーバー類

もクローゼットの中にしまえる

ので、トビラを閉めればすっき

り収納できる。「熱くなるので

マンションに驚異の先行配線
篠田さん

住宅つくりの現場から───7

電設業者として知られる因

幡電機産業。「ABANIACT」

という名称で一戸建て向けに

提供する配線システムは、い

わゆる情報配電盤が中心のも

のだが、本誌で注目したいの

はLAN型と呼ばれる薄型のダ

イアルアップルーターを組み込

んだタイプだ。ここから各室に

イーサネットケーブルとアナロ

グケーブルを引きまわせるのが

強み。6月以降に住宅メーカ

ーの製品に組み込まれるものが

登場する予定で、パネル工法

などにも対応できるという。工

法で頭を悩ませなくてよいのは

心強い。

広がるマルチメディア配線
因幡電機産業

ホームネットワーク住宅に役立つ情報源

名称 URL 電話

住宅情報化推進協議会 03-3222-4351
（メールはadmin@alice-f.or.jp 問合せはファクスが望ましい） 03-3222-4355（FAX）

（株）さくら通信 03-3427-1833
（家庭内の情報化配線を積極的に行うことでは唯一の存在。
それぞれの住宅の状況に合わせた対応が売りだ）

（株）長谷工コーポレーション http://www.haseko.co.jp/index.htm 03-3354-8091

因幡電機産業（株） http://www.inaba.co.jp/ 0120-178-316

松下電工（株） http://www.mew.co.jp/ 06-6908-1131

三井不動産（株） http://www.mitsuifudosan.co.jp/ 0120-321-764
（昨年の「早稲田鶴巻町・パークホームズ」に続くインターネット対応マンション
「ステーションフロントタワー」を4月末から販売予定。竣工は来年春を予定）

旭化成工業（株）（へーベルハウス） http://www.asahi-kasei.co.jp/hebel/ 03-3344-7791

トヨタホーム（株） http://www.tns.ne.jp/toyotahome/ 03-3221-8661
（さくら通信との協力により、先行配線のメリットをアピールしている）

ニフティマイホームフォーラム http://www.nifty.ne.jp/forum/fmyhome/
（ニフティサーブのフォーラム。住宅情報化に関する会議室があり、意見交換が （ニフティサーブの会員用コンテンツ）
活発に行われている）

リビングデザインセンターozone http://www.ozone.co.jp/ 03-5322-6500
（住宅・暮らしに関する総合情報センター。関連書籍を集めた図書コーナーもある）

住まいの図書館 http://www.linkclub.or.jp/̃sumai/ 03-5352-3457
（積水ハウス㈱による住宅関連書の図書館。雑誌のバックナンバーも充実）

クローゼット内のパッチ盤配線図。電話は
上段に計4回線まで引きこめる（現在TEL4
は空き）。引きこんだ回線はダイアルアップ
ルーターを経由し、各部屋のアナログ（中
段）とイーサポート（下段）に送られる。

迫力のパッチ盤。クロ
ーゼットの中なので、
トビラを閉めればまっ
たく見えなくなる。

リビングのコンセント。
すっきり。

ファンもつければよかったなと

思ってるんですけど（笑）。ち

ょうどこの上にダクトがあるの

で、できなくはない」（篠田さ

ん）。映像の口も増やせばよか

ったかな、とも。かかったコス

トは二十数万円で、口が16個

ある特製パッチ盤に最も費用

がかかっている。集合住宅で

も自分の好みどおりにできる方

法はあるのだ。

リビング 

ET1 ET2

リビング 

TEL1 TEL2

TEL1 TEL2

電話回線 

TEL3 TEL4

仕事部屋 

TEL1 TEL2

寝　室 

TEL1 TEL2

仕事部屋 

ET1 ET2

寝　室 

ET1 ET2
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今
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で
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う
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電話線や無線を使って
ネットワークを構築
現在のイーサネットケーブルに

代わる将来のネットワークの電送

媒体については、いくつもの方式

が検討されている。

既存の電話線を使用する

HomePNAという団体の規格に

準拠したもの、無線を使うHome

RFという規格に準拠したもの、

光ファイバー、赤外線、電力線を

使うものなどがあり、すでにそれら

を用いた製品も発売されている。

たとえば、4月6日にインテル

が米国で発表した「AnyPoint」。

パソコンのパラレルポートと電話

のモジュラーを「AnyPoint」を

介して接続するだけで、簡単に

1Mbpsのホームネットワークが

構築できる。プリンターやファイ

ルのシェアだけでなく、どれか1

台のパソコンにモデムやTAとい

った通信機器が接続されていれ

ば、ネットワーク上のすべてのパ

ソコンで同時にインターネットに

アクセスすることもできる。

HomePNAの規格にも準拠して

おり、通信中に電話を使うこと

もできる。すでにインテルのホー

ムページでは注文の受け付けを開

始している。

また、ダイヤモンドマルチメデ

ィアの「Home Free Wireless」

のように、いっさい配線をせずに

無線を使ってホームネットワーク

を構築する製品も、すでに米国

内で販売されている。ただし、日

本では通信法や販売コストの問

題もあり、両製品ともいまのとこ

ろ発売の予定はない。

IEEE1394で結ぶ
AV機器のネットワーク
こうしたパソコンをつなぐ電送

媒体の多様化とは別に、いま立

ち上がりつつあるのが、IEEE

1394を使ったAV機器のネットワ

ークだ。AV機器を相互に接続す

るための仕様にはHAViがあるが、

まだ標準化には至っていない。

IEEE1394についての詳細は、

今月号の「インターネット最新テ

クノロジー」（300～303ページ）

を参照してほしいが、これはUSB

などと並ぶ次世代のネットワーク

規格で、最大400Mbpsという高

AnyPoint インテル

AnyPointは、通常の電話のモジュ
ラー口が2個以上あれば、すぐに家
庭でネットワークを構築できる。
ソフトのインストールは、極めて簡

単。CD-ROMを入れてウィザ
ードに従ってすすめるだけ。機
器の設定も、パソコンに接続し、
ネットワーク上の各パソコンに
名前を付け、その中からインタ
ーネットに接続しているマシン
を選ぶだけでよい。
ネットワークに新たにプリンタ
ーやモデムを接続する場合も、
自動的にそれらを識別して設定
してくれる。

AnyPointのパッケージは大別する
と3種類。2個入りのパックが189
ドル、1個入りが99ドル、PCIカー
ドタイプの製品（79ドル）も用意
されている。今後インテルでは、年
内に10Mbpsへの改良を予定して
いるほか、無線方式のホームネット
ワーク製品も発売する予定だ。

Home Free Wireless
Diamond MultiMedia

2.4GHz帯の無線波を使って通信。最大1Mbpsで通信で
きる。通信可能距離は最大約45m。価格は、2台のデスク
トップ同士（ISA×1、PCI×1）をつなげる「Desktop
Pac」が199.95ドル、デスクトップ（ISA）とノートをつ
なげる「Combo Pac」が229.95ドルだ。各カードのバ
ラ売りもしている。

外形寸法（W×H×D）：約9.5×20×9.5cm
最大設置距離：約152mまで
重量：約245g

ホームネットワークの最新事情
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電 力 線 I E E E 1 3 9 4

HomePNA
（Home Phoneline Networking Alliance）
一般の電話線を使ってホームネットワーク
を構築するための標準規格を定める業界団
体のこと。Tut Systems社を中心に、
3Com、ルーセントテクノロジー、AT&T、
インテル、IBM、HP、コンパックなどが参
加している。

HomeRF
（Home Radio Frequency）
無線免許のいらない2.4GHzの周波数帯を
使って、家庭内でパソコンや家電製品を無
線接続するための通信規格。インテルや
IBMが参加する業界団体HRFWGが討議し
ている。通信にはSWAPを用い、暗号化
により通信の安全を守る。

HAVi
（Home Audio/Video interoperability）
ソニー、日立、松下、東芝、シャープ、フ
ィリップスなどにより共同開発されたホー
ムネットワーク対応 AV機器の仕様。
IEEE1394に対応することにより、高速で
信頼性のあるデータ転送を実現する。AV
データのような連続したデータもリアルタ
イムで扱えるといったメリットがある。
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ホームネットワークの作り方
使える

速な通信速度が特徴だ。IEEE

1394を搭載した製品同士は簡単

に相互接続ができるため、AV機

器だけでなく、パソコンのネット

ワークでも注目を集めている。

実際にIEEE1394を搭載した

製品も、ソニーのパソコン

「VAIO」をはじめ、DVカメラや

MDデッキ、SKYPerfecTV! の受

信用セットトップボックス「Plus

Media STATION」など、しだい

に増えてきている。今後はIEEE

1394に対応したD-VHSデッキや

DVD、デジタルテレビなどの登場

も予想されている。

こうして、形作られていくAV

機器のネットワークに、たとえば

NECの「SMART CAT」のよう

なIEEE1394対応CATVモデムを

ホームゲートウェイ（インターネ

ットや映像放送などを家庭へ導

く入り口）として接続することで

インターネットへも容易にリンク

できる。近いうちに一般家庭でも

パソコンネットワークとともにAV

機器のネットワークが形成されて

いくのは間違いないだろう。

大成建設の
電力線ネットワークの実験

大成建設では、ホームネットワークの1つの手段として、
電力線を使った通信の実験をしている。電力線LANは家電
ネットワークなどの低速LANに適しており、新規配線がい
らないというメリットがある。国内の家電メーカーや電力
会社など計68社が参加するエコーネットコンソーシアムで
も実験をしており、2000年の実用化を目指すとしている。

SMART CAT NEC Plus Media STATION
「DST-MS9」 ソニー

IEEE1394およ
び IP over IEEE
1394に対応し
たCATVインタ

ーネット対応ケーブルモデム。これを使えば、
IEEE1394対応パソコンならLANカードな
しでインターネットにアクセスできる。
10BASE-Tインターフェイスも搭載されて
いるので、LANとIEEE1394の併用も可能
だ。NECでは、これをホームゲートウェイ
と位置付けているが、具体的な発売時期や
価格については検討中。

IEEE1394対応のSKY PerfecTV! 用チュ
ーナー（5月20日発売、50,000円）。
IEEE1394端子搭載のMDデッキ「MDS-
DL1」（6月21日発売、59,000円）と接
続すれば、5月から始まるSKY PerfecTV!
の「MusicLink」チャンネルで配信される
音楽データをデジタルのまま4倍速で録音で
きる。また、VAIOなどのIEEE1394対応
パソコンとつなげることで、パソコン側から
操作や編集ができる。

近未来のホームネットワークの概念図
近未来のホームネットワークでは、パソコンのみならず、家電やAV
もネットワーク接続され、インターネットゲートウェイ、あるいは
CATVや衛星放送のような映像ゲートウェイを通してインターネッ
トや映像の世界とリンクする。

用語解説

セットトップ 
ボックス 
／ 

ホーム 
ゲートウェイ 

ホームネットワーク 

・イーサネット 
・IEEE1394 
・ワイヤレス 

PC

TV
D-VHS

DV

DVD

インターネット 

地上波 

BS

CS

CATV会社 

ISP

インターネットデータ通信 

放送コンテンツ 

Jini?
UPnP?
HAVi?
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家電もつなげるJiniや
UPnPは今後に注目
そうなると、次に気になるのは

家電のホームネットワークへの接

続だ。現在、パソコンやAV機

器、家電も含めた電化製品すべ

てのネットワークに関する規格に

ついては、サン・マイクロシステ

ムズの提唱しているJavaベース

のJiniや、マイクロソフトが本年

1月に発表したUPnP（Universal

Plug and Play）などがある。そ

のどちらにも、まざまな製品のメ

ーカーが支持を表明しているが、

具体的な対応製品はまだ登場し

ていないのが現状だ。

ただ、Jiniは先述のHAViとの

ブリッジが予定されているし、

UPnPについてもマイクロソフト

では今年中にTCP/IPを用いたネ

ットワーク向けUPnPツールを提

供する予定としており、ともに今

後の動向が注目される。

いずれにしろ、現在のホームネ

ットワークは、着々と新しいステ

ージへと向かっており、今後もっ

ともエキサイティングなトピック

の1つということができるだろう。

家電ネットワークをめぐる2大規格

Jini
パソコンや周辺機器、AV機器、家
電製品など、MPUを搭載するすべ
ての機器をネットワークに接続する
ための技術仕様。サン・マイクロシ
ステムズによって提唱され、IBM、
シスコシステムズ、モトローラ、シャ
ープ、ソニーなど、多数の企業から
支持される。Javaを基盤としてい
るため、特定のOSやプロセッサー
には依存しない。Jini対応の機器は、
複雑な設定の必要がなく、電気のコ
ンセントのように抜き差しするだけ
でネットワークにつながる。現在、
多くのメーカーでJini対応機器を開
発中で、PDA、デジカメ、携帯電話、
ホームゲートウェイ、DV、テレビ、
セットトップボックスなど、さまざ
まな機器の登場が期待される。

UPnP
（Universal Plug and Play）
マイクロソフトが99年1月に発表
した、パソコンや周辺機器、AV機
器、電話、家電製品など家庭内の
電子機器を接続するための技術仕
様。機器の種類やサービスを問わな
い共通のインターフェイスを規格化
しようとするもの。ユーザーは、機
器をネットワークに接続すると、そ
れらは自動的に認識され、複雑な機
器設定をすることなくネットワーク
を利用できる。インテル、シスコシ
ステムズ、AT&T、デル、日立、富
士通、NECなど計28社が支持して
いる。インフラにはイーサネットの
ほか、HomePNAやHomeRF、電
力線LANなど、ホームネットワー
クの主要規格をサポートしている。

体験できる未来のホームネットワーク
ホームネットワークが進化して

きているとはいえ、なかなか身の

回りでそれを感じることのできる

場所はない。ところが、さまざま

なホームネットワークの可能性を

実際に体験できる場所がある。

松下電器の家庭内情報インフラ

に対する考え方がわかる「HIIハ

ウス」や、光ファイバーを全館に

張り巡らせ、実際に稼動する光

対応機器を配置した旭化成の

「スーパー・インテリジェント・

へーベルハウス」がそれだ。HIIハ

ウスは残念ながら関係者限定の

予約制だが、スーパー・インテリ

ジェント・ヘーベルハウスは誰で

も自由に観覧できる。情報化住

宅を作る場合の参考にもなるだけ

でなく、単にのぞいて見るだけで

もかなり楽しめるので、興味があ

る人は訪れてみるといいだろう。

場所：瀬田展示場（東京）

（東急新玉川線用賀駅徒歩10分）

問い合わせ先： 03 -3499 -

0340

松下電器産業　HIIハウス

旭化成　スーパー・インテリジェント・ヘーベルハウス

体重、体脂肪率、尿糖値などを測定してサーバーに保存し、自
己管理や予防医療に役立てられる健康トイレシステム。

松下の推奨するコンセントには、IEEE1394のポートも装備し
ている。

光ファイバーケーブルを直結できるイーサネットカード（中）と
ケーブル。

光の信号をNTSCのビデオ
信号に変換するトランシー
バー。

未来のホームネットワーク
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ホームネットワークの作り方
使える

今後、ホームネットワークの主

役となるデバイスは、いまの形か

らは想像もつかない姿になってい

る可能性があります。現在の家

電は、テレビにしてもDVDやゲ

ーム機にしても、そのほとんどは

「セットトップボックス」の形を

しています。各部屋にばらばらに

置かれている場合、これらの機器

を柔軟に組み合わせて使うことは

簡単ではありません。ある再生機

器の映像をすべての部屋のモニタ

ーに映し出したり、あるチューナ

ーで受信した映像を別の部屋の

機器で録画したりといったシンプ

ルなニーズに応えられないのです。

そこで、いまもっともホットな話

題として注目したいのが、先日の

WinHECで発表された「Device

Bay」（http:/ /www.device-

bay.org/）の新製品です。このユ

ニットにはIEEE1394でつながれ

た複数のスロットがあり、この中

にDVDプレイヤーやハードディス

クなどの専用モジュールを差し込

むと、各機能をすべて備えた1つ

の「箱」ができあがります。つま

り、これまで家中に散らばっていた

さまざまな機器をモジュール化し

て、ユーザーのニーズに合わせて

自由に組み合わせるだけで、

NTSCフォーマットで受信したデ

ータをReplayTV（http://www.

replaytv.com/）デッキに録画で

きます。さらに、ケーブルモデム

のモジュールを組み合わせれば、

てインターネットのデータと同期

させるといったことも簡単にでき

るわけです。

また、デバイスの形だけでな

く、ユーザーがこれらを使う「感

覚」も大きく変わるはずです。す

でにReplayTVなどは9Gバイト

程度のハードディスクを持ってい

て、4時間ほどの番組が録画でき

ます。いま、この分野では2つの

ヘッドを使って、片方のヘッドが

ハードディスクに書き込みをしてい

る間に他方のヘッダーが読み出し

をするという技術が注目されてい

ます。これを使えば、放送中の番

組を見ながら、裏ではその番組ま

たは別の番組をMPEG-2にエン

コードしてハードディスクに書き込

むといったことができます。たとえ

ば、ドラマの途中で電話がかかっ

てきても、ポーズボタンを押して

おけば、戻ってきたときにはその

続きがすぐに見られます。そうな

ると、「録画したものを巻き戻して

再生する」世界とはまるで違った、

「その番組が自分のために3分間

待っていてくれた」という感覚を

持つことになるでしょう。

さらに、先日発表された「マイ

クロソフトオーディオ」とMPEG-4

のインプリメントによって、これま

でより低いビットレートでMPEG-

2と同じ品質の番組が再生できる

ようになります。そうなると、同

じ9Gバイトのハードディスクに数

百時間分もの映像を録画するこ

とも不可能ではありません。

ホームネットワークの世界にこ

のような技術が次々と登場してい

るいま、「こんなことができたらい

いね」と考えた瞬間に、どんどん面

白いものが生まれていくのです。

「
こ
れ
が
し
た
い
ね
」を
実
現
す
る

想
像
を
超
え
た

「
主
役
」が
登
場
す
る 古川 享

ウェブ・ティービーネットワークス株式会社代表取締役会長
マイクロソフト株式会社 代表取締役会長
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